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◎平成19年4月　山本町長がマニフェスト（約束）の
中で、「学校給食センター建設は、住民のコンセン
サス（合意）を得るまで凍結する」と表明

◎平成20年6月～ 12月　町内すべての幼稚（保育）
園、小・中学校と子育て懇談会を2回ずつ開催。保
護者や教職員、調理員との意見交換を交わす

◎平成21年4月　地産地消や食育を推進するため、
経済振興課に「農業振興計画」、保健衛生課に「食育
推進計画」の策定を指示

◎平成21年6月　地産地消、食育、学校給食を考える
食育フォーラムを開催。さらに、学校給食問題検
討実行委員会を公募で募集

◎平成21年7月　学校給食問題検討実行委員会が設
立。3班体制で、学校給食関係者やＰＴＡ、議会な
どとの意見交換会を開催

◎平成21年10月　学校給食フォーラムを開催。こ
れまでの検討結果を町民に報告して、意見交換会
も実施

◎平成20年12月　12月定例議会で、山本町長が学
校給食の施設問題に対して、１年先送りを表明

◎平成21年11月　学校給食問題素案報告会が開催。
下野委員長から山本町長に報告書が提出

◎平成21年12月　12月定例議会で山本町長が「給
食センター方式＋自校方式」の選択を報告
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学
校
給
食
問
題
検
討
報
告
会
が
11
月
30

日
、
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
船
町
学
校
給
食
問
題
検
討
実
行
委
員

会
（
下
野
正
委
員
長
）
が
、
学
校
給
食
の

在
り
方
を
食
育
や
地
産
地
消
、
財
政
面
か

ら
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
を
町
民
に
報

告
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
野
委
員
長
か
ら
、
学
校
給
食
問
題
の

検
討
を
ま
と
め
た
報
告
書
（
素
案
）
が
山

本
町
長
へ
提
出
。
続
い
て
、①
地
産
地
消
・

流
通
班
②
学
校
給
食
・
食
育
班
③
財
政
班

―

の
3
班
か
ら
、
意
見
交
換
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
視
察
な
ど
の
活
動
内
容
が

詳
細
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
は
、「（
報
告
書
は
）
町
の
現

状
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
委
員
会
が
意
見

交
換
会
を
交
わ
す
中
で
、
不
明
確
な
部
分

を
明
確
に
し
て
い
た
だ
い
た
。私
た
ち（
執

行
部
）
が
気
づ
か
な
い
部
分
に
目
を
あ
て

ら
れ
る
（
判
断
）
材
料
だ
と
思
う
」
と
報

告
書
を
高
く
評
価
さ
れ
た
一
方
で
、
そ
の

重
さ
も
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

下
野
委
員
長
は
、「
約
5
か
月
に
わ
た

り
活
動
し
て
き
た
が
十
分
だ
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
今
回
の
報
告
を
町
長
、執
行
部
、

議
会
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら

の
御
船
町
の
学
校
給
食
の
在
り
方
で
更
な

る
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
期

待
を
込
め
て
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
会
の
各
班
が
ま
と
め
た
報

告
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

さ
ら
に
、
委
員
会
が
山
本
町
長
に
提
出

さ
れ
た
報
告
書
（
素
案
）
は
、御
船
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
（
吉
無
田
高
原
野
菜
振
興

会
、
栄
養
士
、
調
理
員
、
納
入
業
者
）
と

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
過
半
数
以
上

の
人
が
、
国
内
や
県
内
産
、
な
る
べ
く
御

船
産
の
野
菜
を
新
鮮
で
旬
な
利
用
方
法
を

望
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
学
校
教
育
課
で
、①
栄
養

士
、
給
食
員
、
生
産
者
、
納
入
業
者
と
の

協
議
②
献
立
の
年
間
使
用
計
画
を
作
成
③

生
産
体
制
や
集
荷
体
制
、
納
入
シ
ス
テ
ム

の
確
立
④
品
物
の
品
質
、
規
格
の
統
一
、

価
格
設
定
の
検
討―

な
ど
を
調
整
し
て
の

納
入
が
必
要
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
自
校
方
式
と
セ
ン
タ
ー
方
式

の
い
ず
れ
で
も
、
地
元
野
菜
の
利
用
促
進

が
図
ら
れ
、地
産
地
消
が
確
立
で
き
ま
す
。

　

12
月
定
例
議
会
初
日
の
12
月
10
日
、
山
本
孝
二
町
長
は
学
校
給
食
施
設
の
問
題
に
対
し

て
、「
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
＋
自
校
方
式
」
で
進
め
る
こ
と
を
正
式
に
表
明
。
今
後
、
議

会
で
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て
予
算
承
認
を
得
る
予
定
で
す
。
こ
こ
で
は
、
山
本
町

長
決
断
の
大
き
な
力
と
な
っ
た
町
民
有
志
で
つ
く
る
「
学
校
給
食
問
題
検
討
実
行
委
員
会
」

の
約
5
か
月
に
も
及
ぶ
検
討
の
集
大
成
「
報
告
書
」
を
整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
と
め 

１　
地
産
地
消
・
流
通
班

　

自
校
方
式
は
、
農
業
体
験
で
子
ど
も
た

ち
が
作
っ
た
野
菜
や
米
を
学
校
給
食
に
利

用
で
き
る
一
方
、
セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
利

用
で
き
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
増
加
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
の
子
ど
も
を
考
え
た
場
合
で
は
、
自
校

方
式
は
、
各
学
校
に
栄
養
士
が
配
置
で
き

ず
、
調
理
員
の
安
全
面
や
衛
生
面
で
の
負

担
が
大
き
く
な
る
一
方
、
セ
ン
タ
ー
方
式

で
は
、
栄
養
士
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で

直
接
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
（
栄
養
士
、
調
理
員
、Ｐ

Ｔ
Ａ
）
と
、
児
童
や
生
徒
、
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
保
護
者
へ
の
食
育
推

進
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ま
と
め 

２　
学
校
給
食
・
食
育
班

　

自
校
方
式
は
、
多
数
の
調
理
員
が
必
要

で
、
給
食
数
が
多
く
な
る
分
、
施
設
整
備

に
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
方
式
は
、
経
費
の
削
減
は
で
き
ま

す
が
、
各
学
校
へ
の
配
送
、
事
故
が
発
生

し
た
際
、
複
数
の
学
校
が
影
響
を
受
け
ま

す
。
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
方
式
は
、
児
童

や
生
徒
数
か
ら
見
て
も
小
規
模
施
設
で

す
。
町
内
の
全
給
食
数
か
ら
も
自
校
方
式

で
運
営
さ
れ
て
い
る
規
模
で
、
自
校
方
式

と
何
ら
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
で

き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
セ
ン
タ
ー
方
式
、
共
同
方

式
を
含
め
て
、
学
校
給
食
施
設
の
統
合
数

が
増
え
て
、
施
設
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

経
費
の
面
で
は
安
価
と
な
り
ま
す
。

ま
と
め 

３　
財
政
班

給食問題の主な流れ

項目 自校方式 共同方式 センター方式

食　

材

長 

所

短 

所

長 

所

短 

所

納
入
業
者

・地元から直接、旬の野菜が納入可能
・食材の品揃えが少量のためしやすい

品質の均一化が可
能

品質の均一化が図
れない

現在の地元納入業
者の収益となる

自校式に比べて経
費が安い

一括納入で経費が
安い

天候や災害で納入できない場合が発生

学校別の納入で業
者の経費が発生

現状での納入業者への対応が必要

※地産地消・流通班が調査した内容の一部を掲載

項目 自校方式 センター方式

栄
養
指
導

長 

所

短 

所

長 

所

短 

所

運
営
面

栄養士がいる学校は教職員と連
携して栄養給食指導ができる

栄養士がいるため調理員に直接
指導ができる

※ＰＴＡや調理員、甲佐町給食センターとの意見交換会などの内容を一部掲載

栄養士がいない学校は栄養給
食指導ができにくい

栄養士がセンター勤務のため学
校での栄養給食指導が難しい

学校行事の対応がやりやすい。
配送時間が無いため調理時間
がとりやすい

調理員の急な休みへ対応ができ
る。調理員の帳簿付けの負担
が少ない

調理員の急な休みへの対応が
困難となる。調理員の帳簿付け
の負担が大きい

配送時間があるため調理時間
が短くなる

町からの税金投入
シミュレーション

費 用
（平成22～40年度）

自校方式との比較
（19年間の合計）

※調理員数を文部科学省の基準で計算

自校方式

共同方式１
（御船小＋御船中）
共同方式２
（御船小＋御船中＋木倉小）
共同方式３　
（御船小＋御船中＋木倉小＋滝尾小）

給食センター方式

19億9200万（A）

20億9800万（B）

19億7700万（C）

17億5200万（D）

13億9200万（E）

―　　　　

1億0600万（B-A）

△1500万（C-A）

△2億4000万（D-A）

△6億0000万（E-A）

　七滝中央小学校は自校方式
とし、そのほかの小中学校は
給食センター方式とします。
ただし、給食センター方式へ
は段階的に移行します。理由
は、現在の施設の老朽化（耐用
年数の状況）や給食員の退職
者数を勘案しながら、施設運
営に無理なく効果的に活用す
るためであり、将来的な財政
負担の軽減にもなるからで
す。
　実施方法は、まず給食セン
ターを建設し、耐用年数を超
えている御船小と御船中を共
同調理場として使用します。
　次に、木倉小、高木小、滝尾小、小坂小
の給食施設を段階的（10年程度）に取り
込んでいきます。
　給食センター建設の計画予定地は、御
船小敷地内を中心に調査・選定し、平成
23年度建設に向けて準備を進めたいと
考えています。
　また、施設形態を問わず、食育および
地産地消をいかに推進し、実行していく
のかが課題です。今後、推進の方法とし
て、学校給食問題推進協議会を町長の諮
問機関として設置します。同協議会で、
学校給食推進計画（基本計画および実施
計画）をつくり、委員会からの報告の検
討事項、町民の提言を積極的に協議し、
解決していこうと考えています。

山本町長の決断

御
船
版
給
食
方
式
決
定

御
船
版
給
食
方
式
決
定

御
船
版
給
食
方
式
決
定

※執行部で、委員会財政班のシミュレーションを
基に、現状に照らし合わせて再シミュレーショ
ンを行った結果です

町からの税金投入
シミュレーション

費 用
（平成22～40年度）

共同方式4
（御船小＋御船中
＋木倉小＋高木小
＋滝尾小＋小坂小）

16億3700万


